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の一つであり，かつ，ポジティブな感情をとらえる内受容感覚 Multidimensional Assessment 















本研究では， SMEPに関する授業ならびに研修活動のなかで Online interventionとして
Zoom または Teams を用いたオンラインでの動作法，イメージ療法ならびに心理劇を用い
た SMEPを実施するプロジェクトを構築し，実践した。また，同時に，ホームページ上に
SMEPのプラットフォームを作成し，一般の方にも提供できる Online interventionコンテン
ツを構築するプロジェクトも立ち上げた。対象者に SMEP を実施し，Pre-Post デザインに
よる心理指標（POMS（or STAI），MAIA）の測定を行い，SMEPの効果検証を行うことと
した。

















































対面ならびにオンラインにわけて SMEP 前後のデータ比較として HAD（清水，2016）を
用いて対応のある t検定を行った。
＜結果＞Google Form回答の際の接続不良等もあり，オンライン参加 17名中 16名（女性
11 名，性別回答しない１名，男性５名），対面参加 16名中 14 名（女性８名，性別回答し
ない１名，男性５名）の同意ならびに回答を得た。動作を用いた SMEP実施前後の状態不
安（STAI-S）ならびに内受容感覚（MAIA）の総得点について比較した。各参加形態によ






において有意に低下し（t=5.449, df=15, p<.01, d=.998）（図１: A），MAIA得点は実施前より
実施後が有意に増加した（t=-6.807, df=15, p<.01, d=-1.040）（図１: B）。対面参加者における






















いては８因子，６因子ともいわれまだ議論が残っている（Fujino, 2019; Shoji, Mehling,





























































（t=6.168, df=43, p<.01, d=.715），集団実施前よりペアでの個別実施後の方が状態不安得点
は有意に低かった（図２）。さらに，集団実施後より，ペアでの個別実施後に状態不安得点













































































































































































































（服巻 豊＊・高橋知里・藤川卓也・川俣 優） 
Ⅳ 研究の成果と今後の課題 

















（中尾 敬・船橋篤彦・神原利宗・安部主晃・Russell Sarwar Kabir・服巻 豊＊）
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